
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇

、
東
京
の
上
野
公
園

）

で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
は
、
秋
田

県
内
各
地
か
ら
も
様
々
な
物
産
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

県
指
定
有
形
文
化
財
「
秋
田
県
行
政
文
書
」
の
中
に

は
、
内
国
勧
業
博
覧
会
に
関
す
る
簿
冊
も
数
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
出
品
願
に
は
、
物
産
の
沿
革
や
解
説
、

製
造
法
な
ど
が
詳
細
に
書
か
れ
ま
し
た
。
明
治
二
十
二

年
「
第
一
部
農
商
課
事
務
簿
」
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧

会
之
部
十
三
番
（

）
に

九
三
〇
一
〇
三
―
〇
七
八
四
五

は
、
秋
田
市
西
根
小
屋
上
町
の
菓
子
製
造
人
布
川
新
三

郎
が
提
出
し
た
出
品
願
が
あ
り
ま
す
。
布
川
は

山
蕗
砂
糖
漬
や
片
栗
落
雁
な
ど
和
菓
子
の
他
、
フ
ラ
ン

や
ま
ぶ
き
さ
と
う
づ
け

か
た
く
り
ら
く
が
ん

ス
菓
子
「
デ
セ
ー
ル
」
も
出
品
し
ま
し
た
。
デ
セ
ー
ル

（

）
は
、
小
麦
粉
に
卵
や
砂
糖
等
を
多
量
に
混

dessert

ぜ
て
、
柔
ら
か
く
焼
い
た
ビ
ス
ケ
ッ
ト
で
す
。

文
明
開
化
の
な
か
、
明
治
二
十
年
代
初
め
に
秋
田
県

内
で
も
、
洋
菓
子
の
製
造
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示

す
興
味
深
い
記
録
と
言
え
ま
す
。
デ
セ
ー
ル
の
製
造
法

は
、
東
京
や
横
浜
か
ら
入
っ
た
も
の
か
、
或
い
は
書
物

か
ら
独
習
し
た
も
の
か
不
明
で
す
。
し
か
し
、
布
川
は

そ
の
製
造
方
法
を
出
品
願
に
詳
細
に
記
し
て
い
ま
す
。

五
本
車
糖
ヲ
臼
ニ
テ
搗
キ
、
結
篩
ニ
テ
通
シ
、
目
形

九
拾
匁
ニ
鶏
卵
ノ
黄
身
二
十
個
分
、
重
炭
酸
曹
達
弐
匁

ヲ
入
レ
、
能
ク
摺
合
セ
裏
越
ニ
掛
ケ
、
酒
石
酸
弐
分
、

浮
粉
四
拾
匁
ニ
、
米
利
堅
麦
ノ
粉
百
六
拾
匁
ヲ
入
、
捏

合
小
切
ト
為
シ
、
清
水
ヲ
引
、
焼
窯
ニ
掛
ケ
、
上
リ
タ

ル
際
ニ
鶏
卵
ノ
黄
身
ヲ
引
キ
製
成
ス

右
の
レ
シ
ピ
を
現
代
風
に
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま

ず
、
車

糖
三
三
七
・
五
グ
ラ
ム
を
臼
で
搗
き

篩

に
通

く
る
ま
と
う

う
す

つ

ふ
る
い

し
、
卵
黄
二
〇
個
分
、
重
曹
七
・
五
グ
ラ
ム
を
入
れ
、

よ
く
摺
り
合
わ
せ
裏
漉
し
し
、
酒
石
酸
〇
・
七
五
グ
ラ

う
ら
ご

し
ゅ
せ
き
さ
ん

ム
、
浮
粉
一
五
〇
グ
ラ
ム
、
小
麦
粉
六
〇
〇
グ
ラ
ム
を

う
き
こ

入
れ
、
練
り
合
わ
せ
て
小
切
れ
に
し
ま
す
。
こ
れ
に
水

を
引
き
、
焼
窯
（
オ
ー
ブ
ン
）
に
か
け
、
焼
き
上
が
っ

た
ら
表
面
に
卵
黄
を
塗
っ
て
出
来
上
が
り
で
す
。

御
家
庭
で
作
る
場
合
に
は
、
車
糖
を
砕
く
よ
り
も
、

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
を
使
っ
た
方
が
便
利
で
し
ょ
う
。
重
曹

と
酒
石
酸
は
ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
に
含
ま
れ
て
い
ま

す

浮
粉
は
小
麦
粉
の
澱
粉
で
す
が

片
栗
粉

馬
鈴
薯

。

、

（

で
ん
ぷ
ん

か
た
く
り
こ

ば
れ
い
し
ょ

の
澱
粉
）
で
十
分
代
用
で
き
ま
す
。
あ
と
、
布
川
が
記

し
た
分
量
は
、
御
家
庭
で
作
る
に
は
多
過
ぎ
る
の
で
、

グ
ラ
ム
数
を
何
分
の
一
か
に
加
減
し
た
方
が
良
い
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
布
川
は
煉
瓦
造
の
焼
窯
を
使
い
ま
し
た

が
、
御
家
庭
で
は
電
子
レ
ン
ジ
の
オ
ー
ブ
ン
機
能
を
利

用
で
き
ま
す
。
焼
き
時
間
は
、
ケ
ー
キ
類
の
場
合
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

写
真
は
、
布
川
の
レ
シ
ピ
を
元
に
再
現
し
た
洋
菓
子

デ
セ
ー
ル
で
す
。
当
時
の
形
は
不
明
で
す
の
で
、
四
角

に
切
っ
て
み
ま
し
た
。
紅
茶
と
一
緒
に
頂
く
と
な
か
な

か
合
い
ま
す
。
明
治
時
代
の
公
文
書
か
ら
地
域
の
歴
史

や
家
の
ル
ー
ツ
を
調
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
た
ま

に
は
、
こ
の
よ
う
な
利
用
法
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

内
国
勧
業
博
覧
会
の

出
品
願
に
は
、
洋
菓
子

ば
か
り
で
な
く
、
鶏
肉

の
ロ
ー
ス
焼
、
缶
詰
食

品
ほ
か
欧
米
の
影
響
を

受
け
た
様
々
な
物
産
が

見
ら
れ
ま
す
。
一
方
、

今
で
は
見
ら
れ
な
い
伝

統
的
物
産
の
製
造
方
法

も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
指
定
有
形
文
化
財

「
秋
田
県
行
政
文
書
」

を
利
用
し
て
、
一
二
〇
年
前
の
県
内
物
産
を
再
現
す
れ

ば
、
意
外
な
地
域
興
し
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

【
柴
田
知
彰
】
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再
現

フ
ラ
ン
ス
菓
子
「
デ
セ
ー
ル
」

明
治
の
公
文
書
の
中
に
レ
シ
ピ
を
発
見
!

「
公
文
書
館
収

閲
覧
室
展
示

蔵
資
料
に
み
る

」

鹿
角
・
小
坂

二
月
二
日
（
水
）
よ
り



丁
度
正
月
で
す
の
で
、
当
館
所
蔵
の
「
山
崎
文
庫
」

か
ら
『
正
月
儀
式
覚
帳

（

)

を
紹
介
す
る
こ

』

山
８
８
７

と
に
し
ま
す
。
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
十
二
月
吉

日
江
府
に
て
認

置
く
と
添
え
書
き
が
あ
り
、
江
戸

し
た
た
め
お

詰
勤
務
の
秋
田
藩
士
が
飛
脚
に
託
し
て
、
国
許
へ
送
っ

た
も
の
の
よ
う
で
す
。
筆
者
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
文
中

か
ら
は
初
め
て
の
江
戸
勤
務
ら
し
い
こ
と
が

窺

え
ま

う
か
が

す
。
正
月
の
仕
方
と
料
理
の
種
類
ま
で
、
細
々
と
指
示

し
て
い
ま
す
。

神
様
へ
供
え
る
膳
の
盛
付
け
や
、
道
具
な
ど
へ
の
飾

り
付
け
な
ど
は
絵
を
描
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
本
文

は
長
文
な
の
で
、
正
月
中
に
食
べ
る
料
理
だ
け
を
紹
介

し
ま
す
。

大
晦
日
の
年
頭
の
夕
に
は
、
家
に
祭
る
神
々
様
や
門

松
へ
は
、
神
酒
と
共
に
汁
・
な
ま
す
・
す
し
鰰
・
煮
干

豆
・
漬
物
・
取
肴
で
す
。

晩
に
は
又
も
神
々
様
へ
神
酒
を
供
え
た
あ
と
、
今
度

は
家
内
で
酒
盛
り
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
吸
物
・

ブ
リ
コ
（
鰰

・
豆
腐
が
加
わ
り
、
年
取
の
祝
い
と
な

）

り
ま
す
。
こ
の
際
の
汁
・
煮
物
の
中
身
に
つ
い
て
は
次

の
通
り
で
す
。

汁
は
、
魚
は
鯨
か
カ
レ
イ
・
大
根
（
た
ん
ざ
く
形
）

・
焼
豆
腐
・
わ
ら
び
・
串
貝
、
煮
物
は
魚
（
適
当
に
見

は
か
ら
い

・
大
根
・
ご
ぼ
う
・
こ
ん
に
ゃ
く
・
焼
豆

）

腐
・
わ
ら
び
・
芋
・
に
ん
じ
ん
と
あ
り
ま
す
。

元
日
よ
り
三
か
日
の
朝
は
雑
煮
餅
を
食
べ
ま
す
が
、

こ
れ
は
何
杯
食
べ
て
も
勝
手
次
第
と
あ
り
ま
す
。
ま
た

取
肴
で
酒
事
を
し
ま
す
が
、
こ
の
時
の
膳
に
は
、
煮
物

・
な
ま
す
・
す
し
鰰
・
煮
干
豆
・
漬
物
が
の
り
ま
す
。

夕
飯
の
場
合
も
同
じ
で
、
三
が
日
は
同
様
の
料
理
で
過

ご
す
よ
う
で
す
。

二
日
の
晩
は
謡
初
め
を
し
、
そ
れ
を
祝
っ
て
家
内
で

酒
盛
を
し
ま
す
。
膳
に
は
吸
物
・
ブ
リ
コ
（
鰰

・
豆

）

、

。

腐
な
ど
が
つ
き

有
合
わ
せ
の
も
の
が
肴
に
な
り
ま
す

秋
田
ら
し
く
膳
に
は
大
抵
す
し
鰰
が
つ
き
ま
す
。
特
に

珍
し
い
の
は
、
汁
の
具
に
鯨
が
入
る
こ
と
で
す
が
、
当

時
は
鯨
を
常
食
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

料
理
の
品
目
に
つ
い
て
は
現
在
と
変
わ
ら
な
い
よ
う

。

【

】

で
す

嵯
峨
稔
雄
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古
文
書
こ
ぼ
れ
話

秋
田
藩
士
の
正
月
料
理

〜
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
〜

写真① 神棚へお供え

写真② 諸道具の飾り付け


